
上信越高原国立公園万座自然保護官事務所が管轄す
る区域には、浅間山、白根山などの火山があり、高山
植物が生育し、万座・四万などの温泉や菅平・谷川な
どのスキー場が多く点在するため、シーズンを問わず
に誰でも気軽に利用できる国立公園です。しかし、こ
れほど広大で多様な地域をレンジャーが１人で管理す
ることは大変難しいため、地元行政や観光業者・ＮＰ
Ｏ・ボランティアなどの関係者と連携・協力して、「参
加型の公園管理」を行っていくことが必要です。
「参加型の公園管理」を行うためには、関係者の方々
に国立公園の制度について理解を深めてもらい、それ
ぞれが行っている事業活動（例えば宿舎の営業、観光
協会の清掃活動等）が実は公園管理活動であり、ひい

ては地域振興に繋がる
ことを理解していただ
くことが必要です。レ
ンジャーはそのような
活動を行い、多様な主
体の協力を募りながら、
地域のコーディネー
ターとなることも重要
な仕事です。

今年の３月、ＮＰ
Ｏ法人浅間山麓国際
自然学校（以下「自然
学校」とします）がＮ
ＰＯとして初めて、
「公園管理団体」に指
定されました。
「公園管理団体」と
は、民間による公
園管理を推進するため、環境大臣によって指定された、
公園管理上一定の能力を有する民間団体のことです。
指定された団体は国立公園の風景地の保護、情報の発
信、利用指導、調査研究を行うこととなっています。
自然学校が活躍する浅間地域は群馬・長野県境にま
たがり、統一的な管理を行うことが難しい地域でした
が、現在は看板の統一や、高山域に生息する蝶の保全
活動・調査など、官民一体となった公園管理が行われ
ています。
今後は、浅間地域を一つのモデルケースとしながら、
他の地域においても国立公園の管理についてご理解を
いただき、多くの方に公園管理に協力していただける
体制づくりに取り組んでいきたいと思います。
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中部地方環境事務所は、10月の「リデュース、リユー
ス、リサイクル推進月間」（略称「３Ｒ推進月間」）に合わせ、
長野県と共催で、９月27日（土）に長野市の長野オリンピッ
クスタジアムでのプロ野球独立リーグ・ＢＣリーグ戦（信濃
グランセローズ対群馬ダイヤモンドペガサス戦）において
「３Ｒ推進長野大会」を開催しました。
当日は、当事務所の市原所長から長野県民球団代表に

マイカップ2000個を贈り、３Ｒの普及へのご協力をお願
いしました。先着500名の来場者にはこのマイカップを
配布し、試合にはマイカップを持ってくるよう呼びかけたほ
か、選手サイン入り風呂敷の配布や場内アナウンスなどに
より３ＲのＰＲを行いました。
また、10月21日（火）には、三重県と共催で、津市のホ
テルグリーンパーク津
において、「３Ｒについ
て語ろうin三重」を開催
し、環境省３Ｒ推進マ
イスターの平野次郎氏
による講演や三重県内
の団体、企業等による
３Ｒの取り組み事例の
紹介を行いました。

11月15日（土）・
16日（日）に環境
省稲永ビジターセ
ンター、藤前活動
センターにおいて
「藤前干潟ふれあ
いデー2008」が
開催されました。
「藤前干潟ふれ
あいデー」は、藤前干潟がラムサール条約湿地と
なったことを契機に、人々により親しみを持っても
らえるように、同条約湿地に登録された11月18日
前後の土日に毎年開催され、今回で４回目を迎えま
した。
会場では環境の話を交えたライブショー、藤前

干潟周辺にあるヨシ原での観察会のほか、生物多
様性に関する展示など、楽しく来場者の興味を引く
ようなイベントが多数実施されました。あいにくの
雨模様でしたが、今回も子供からご年配の方まで、
多くの方々にご来場いただき、大変盛況な２日間と
なりました。
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